
 

2-111 
 

 交通システムに関する比較・整理 

支線軸（フィーダー路線）への導入や需要喚起方策に資する目的として、交通システム（路線バ

ス、タクシー、レンタカー等）に関して比較・整理を行う。その際、沖縄都市モノレールの関連情報

についても整理を行う。 

表 各交通システムの特徴 

 
 

(1) 沖縄県の参考事例 

①． 基幹バス 

基幹バスの起源は名古屋市であるが、沖縄県において平成 27 年２月より、基幹バスを前提と

したバスの専用レーン化が行われている。 

 
図 沖縄県の基幹バスの概要 

出典：沖縄の基幹バスの取り組み（沖縄総合事務局ホームページ） 
＜http://www.dc.ogb.go.jp/road/jisedai/advisory/kaigishiryou/2.pdf＞ 
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専用レーンは路線バス、タクシー、二輪車のみ 朝ピーク時のバス車内混雑状況 

  

朝ピーク時はバスが数珠繋ぎとなる 泊付近の朝ピーク時の道路混雑状況 

写真 沖縄県の基幹バスの状況 

 
 

②． タクシー 

A． 県内タクシー 

a．県内タクシー事業の現況 

県内タクシー事業の現況について、『平成 27 年度 観光客を対象としたタクシー利用促進

に関する調査業務 報告書 平成 28 年 3 月（沖縄総合事務局）』及び『平成 27 年度 沖縄県

内タクシー事業実態調査委託業務 報告書 平成 28 年 3 月（沖縄総合事務局）』より以下の通

り整理を行った。 

 

I．実働車両数 

沖縄のタクシー・ハイヤーの１日当たりの実働車両数は、平成 17 年度の 165 万台に比べ、

平成 26 年度は 135 万台となり、10 年間で約 30 万台の減少となった。 

タクシーの車両数については、平成 14 年の規制緩和によって台数の増加が見られたが、そ

の後、国により供給過剰対策として法改正等が行われ、沖縄本島が準特定地域に指定されるな

ど、台数の抑制がなされている。 
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図 タクシー・ハイヤー実働車両数 

出典：平成 27 年度 観光客を対象としたタクシー利用促進に関する調査業務 報告書 平成 28 年 3月 

沖縄総合事務局＜http://www.ogb.go.jp/unyu/3729/3729＞ 

 

II．輸送人員 

沖縄のタクシー・ハイヤーの輸送人員は減少傾向にあり、平成 17 年度の 5,843 万人に比べ、

平成 26 年度は 4,568 万人となり、10 年間で年間 1,275 万人の減少（１日当たりにすると約

35,000 人の減少）となっている。 

これは、自家用車の普及やレンタカーの増加、運転代行サービスの普及等によるものとみら

れ、今後も輸送人員の大幅な回復は難しいと考えられる。 

 

 
図 タクシー・ハイヤー輸送人員 

出典：平成 27 年度 観光客を対象としたタクシー利用促進に関する調査業務 報告書 平成 28 年 3月 

沖縄総合事務局＜http://www.ogb.go.jp/unyu/3729/3729＞ 

 

III．輸送実績 

１台当たりの輸送実績をみると、平成 26 年度で、１日の走行キロ数は 242 キロ、実際に客

が乗車する実車キロは 77 キロとなっており、実車率は 31.6％であった。なお、他県での実車

率は、東京都 41.9％、大阪府 42.4％、愛知県 37.8％（平成 24 年度実績、国土交通省資料）と

なっており、全国でもっとも低い数字である。 

これは、県内ではタクシー乗り場の整備が進んでおらず、流し主体の営業となっていること

が主な原因と考えられる。 
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表 実働車１日１車当たりの輸送実績 

 
出典：平成 27 年度 観光客を対象としたタクシー利用促進に関する調査業務 報告書 平成 28 年 3月 

沖縄総合事務局＜http://www.ogb.go.jp/unyu/3729/3729＞ 
 

IV．タクシー乗務員の高齢化 

タクシー乗務員の高齢化の問題は、沖縄県に限らずタクシー業界共通の悩みといえるが、沖

縄県の運転者の平均年齢は、平成４年には 46.2 歳、平成 19 年には 55.3 歳、平成 26 年には

58.6 歳になるなど、着実に高齢化が進行している（厚生労働省「賃金構造基本統計調査」よ

り）。 

これは、タクシー乗務員という職業に対するイメージが必ずしも良くなく（低賃金、キャリ

アパスが見えない等）若年層からの新規就労が限定的であること、また、既に高齢化したタク

シー乗務員にとって、他産業に転職することは難しい等の理由が考えられる。 
 

V．県内在住者の利用目的 

タクシーの利用目的は、飲食・食事目的が 73.5％と突出して多い一方、それ以外の利用目

的は 3.3％から 24.7％で格段に少ない結果となった。これは、タクシーが県民の「足」になっ

ていない状況といえる。 

通院に関しては、産婦人科への通院が 3.3％、それ以外への通院が 9.5％と１割未満であっ

たが、逆に言えば現行の未利用層の需要を開拓することによって利用が伸びる余地があるとも

いえる。 

 
図 県内在住者の利用目的 

出典：平成 27 年度 沖縄県内タクシー事業実態調査委託業務 報告書 平成 28 年 3月 沖縄総合事務局 
＜http://www.pref.okinawa.jp/site/kikaku/kotsu/h27taxi.html＞ 
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VI．来沖客のタクシー利用 

県外からの日本人来沖客 172 人に対してアンケートを行ったところ、沖縄滞在中のタクシ

ー利用が「あり」が 74 人（43.0％）、「なし」が 97 人（56.4％）で、半数以上がタクシーを利

用していなかった。 

また、沖縄滞在中の主な移動手段にタクシーを答えた人は 14 人（8.1％）であった。 

 
図 来沖客のタクシー利用の有無 

出典：平成 27 年度 沖縄県内タクシー事業実態調査委託業務 報告書 平成 28 年 3月 沖縄総合事務局 
＜http://www.pref.okinawa.jp/site/kikaku/kotsu/h27taxi.html＞ 

 

タクシーを利用しなかった 97 人に理由を尋ねたところ（複数回答）、「レンタカーのほうが

自由がきくから」が 82.5％、「タクシーはお金がかかりそう」が 44.3％となり、お金よりも自

由度を理由に挙げた人のほうが多かった。 

 

 
図 来沖客がタクシーを利用しない理由 

出典：平成 27 年度 沖縄県内タクシー事業実態調査委託業務 報告書 平成 28 年 3月 沖縄総合事務局 

＜http://www.pref.okinawa.jp/site/kikaku/kotsu/h27taxi.html＞ 
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b．新たな需要開拓とタクシー業界の活性化 

I．観光需要の開拓 

①本土観光客向け「沖縄タクシー観光キャンペーン」の開催 

②長距離価格逓減の仕組みを検討 

③那覇空港・ホテルからの定額料金制の制度構築 

 

II．県内需要の開拓 

①マタニティ・育児女性への商品開発や営業強化 

②シルバー層に向けて、病院等への営業強化 

 

III．若手・女性ドライバー確保や優良ドライバーの育成 

①若手ドライバーの確保 

②女性ドライバーの確保 

③優良ドライバー育成と沖縄タクシーのイメージ向上 

 

IV．タクシー乗り場確保 

①業界によるルールの設定と徹底 

②業界による主体的な調整 

③ショットガン方式のタクシープールの実証実験 
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B． 乗合タクシー 

那覇市では、真和志地域に乗合タクシーを導入しており、平成 29 年１月から本格運行を行っ

ている。また、沖縄都市モノレールの安里駅で結節している。 

利用方法は予約制で、運賃は大人 300 円、小学生 150 円となっている。 

 
図 乗合タクシーの利用方法 

 

 
図 乗合タクシーの運行マップ 

出典：乗タク案内リーフレット（那覇市ホームページ） 
＜http://www.city.naha.okinawa.jp/cms/kakuka/tokei/osirase/leaflet.pdf＞ 
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③． レンタカー 

那覇市では、沖縄都市モノレールを利用したレンタカーシステムを構築しており、おもろま

ち駅に近接した『Ｔギャラリア・沖縄』で複数社からレンタカーを借りられる。 

 

 
図 那覇空港からレンタカーを借りるまでの流れ 

出典：【ご利用ガイド】Tギャラリアからレンタカーを借りるまでの流れ 沖縄レンタカーたびんふぉ 

＜https://www.car489.info/guide/dfs/＞ 
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④． 沖縄都市モノレール 

A． 旭橋駅 

沖縄都市モノレール（ゆいレール）旭橋駅周辺地区第一種市街地再開発事業は、県都那覇の

玄関口にふさわしい顔づくり、賑わいづくりなどを図るため、地権者・地元企業や団体などが

出資して設立した『旭橋都市再開発株式会社』によって、再開発事業が行われている。 

 

a．事業目的 

 安全・快適な歩行者空間の整備とバスターミナルの利便性の向上を図ることで交通結節

点機能を強化 

 都市活動、都市生活を支えるための業務、商業、宿泊等多様な都市機能を導入 

 那覇市の玄関口としての「顔」となる風格と豊かでゆとりある都市空間の形成 

 

b．事業概要 

交通結節点として那覇バスターミナルの再整備やペデストリアンデッキの整備に加えて、都

市機能として、オフィスやホテル、商業施設等の整備が一体的に行われている。 

 

 
図 位置図 

表 施設計画諸元（平成 22年 10月現在） 

 
出典：旭橋都市再開発株式会社ホームページ＜http://www.asahibashi.jp/index.html＞ 
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図 各街区全体図 

 

 

図 全体外観イメージ 

出典：カフーナ旭橋ホームページ＜http://www.kafuna.jp/＞ 
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c．Ａ街区（北工区）計画概要 

土地の有効高度利用により、県都那覇を代表する駅前空間にふさわしい多様な用途機能の集

積を図る。Ａ街区（北工区）では、県立図書館、グッジョブセンター、観光支援施設、商業施

設等を複合させ、バスターミナルをいかした交通結接点の形成を図っている。 

当該地区は沖縄都市モノレールからの視認性が高く、那覇市中心部への玄関口に位置するこ

とから、各街区の建物を一体としてとらえた建設群としてのシンボル性や外観デザインに配慮

した計画となっている。 

また、良好な街並み景観を形成するべく、建築物の屋上緑化や壁面緑化を行うとともに、地

区周辺との調和（建物のボリューム及び形状、日照、風害、電波障害、交通等）に配慮し、安

全で快適な都市環境の形成を図るものとなっている。 

当該地区が旭橋駅に近接し、かつ、バスターミナルを有する交通結接点としての特性をいか

し、これらへのアクセスを向上するべく、旭橋駅と那覇バスターミナルの接続並びに各街区間

に横断歩道橋や上空道路を設けることにより歩行者の利便性を向上し、また、地上との連絡に

際し、ＥＶ等の昇降機を設置するなどバリアフリーに配慮した計画となっている。 
 

 
図 Ａ街区（北工区）の完成イメージ 

出典：カフーナ旭橋ホームページ＜http://www.kafuna.jp/gaiku/a＞ 
 

  
写真 Ａ街区（北工区）の建設状況（2017.12）  
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B． てだこ浦西駅（沖縄都市モノレール延長区間） 

沖縄都市モノレール（那覇空港駅～首里駅）は、2019 年春の開業を目途に首里駅からてだこ

浦西駅まで（約 4.1km・４駅）の延長工事が進められている。 

沖縄都市モノレールの延長区間の終点となるてだこ浦西駅では、大規模なＰ＆Ｒ駐車場が整

備中であり、沖縄自動車道や西原方面（マイカー）からの乗換え需要が想定されている。 

 
図 沖縄都市モノレール延長区間 路線図 

出典：沖縄都市モノレール概要パンフレット 平成 29 年 8月（沖縄県ホームページ） 
＜http://www.pref.okinawa.jp/site/doboku/toshimonoken/＞ 
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出典：沖縄都市モノレール概要パンフレット 平成 29 年 8月（沖縄県ホームページ） 

＜http://www.pref.okinawa.jp/site/doboku/toshimonoken/＞ 

 
図 沖縄都市モノレールてだこ浦西駅周辺の道路及びＰ＆Ｒ駐車場計画 

出典：浦添市ホームページ 
＜http://www.city.urasoe.lg.jp/docs/2015091800147/file_contents/tyuusyajou.pdf＞ 

てだこ浦西駅 
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石嶺駅付近の建設状況（2016.12） 石嶺駅付近の建設状況（2017.12） 

経塚駅付近の建設状況（2016.12） 経塚駅付近の建設状況（2017.12） 

浦添前田駅付近の建設状況（2016.12） 浦添前田駅付近の建設状況（2017.12） 

てだこ浦西駅付近の建設状況（2016.12） てだこ浦西駅付近の建設状況（2017.12） 

写真 沖縄都市モノレールの延長区間の建設状況（その 1） 
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トンネル区間（首里駅方）の建設状況（2017.12） 視点① トンネル区間（てだこ浦西駅方）の建設状況（2017.12） 視点② 

写真 沖縄都市モノレールの延長区間の建設状況（その 2） 

 

 
 

 
 

図 トンネル区間の横断面図・縦断面図 

出典：沖縄都市モノレール概要パンフレット 平成 29 年 8月（沖縄県ホームページ） 

＜http://www.pref.okinawa.jp/site/doboku/toshimonoken/＞ 
 
  

視点① 

視点② 


